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客単価３０００円超す業態好調各社、出店加速し収益力向上

  居酒屋チェーンの間で、客単価が３０００円と、一般的な店（２５００～２７００円程度）よりやや高い業態を強化する動きが相次いでいる。

  食材の価格上昇が続く中で、収益力の向上にもつながるためだ。

  食材の自社生産や契約先を拡充する動きが目立ってきている。

  居酒屋チェーン「塚田農場」は自社の養鶏場で育てた地鶏などを使った料理を特徴としており、客単価は４０００円程度となっている。

  チムニーは５月にシャモ料理店を始めた。同じく客単価は４０００円程度。契約農家から直接仕入れを行っている。

  モンテローザの「山内農場」を含め自社農場や契約農家から直接仕入の「安心感」などからやや高めの価格設定でも幅広い支持がある

  食材コストの上昇などで飲食業界全体の収益環境がなかなか改善されないなか「稼げる店」が一段と広がっていく可能性もある。

                （日経ＭＪ）

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ア
ド
ラ
ー
／
人
生
に
革
命
が
起
き
る
１
０
０
の
言
葉

人
生
に
は
３
つ
の
課
題
が
あ
る
。

１
つ
目
は
「
仕
事
の
課
題
」

２
つ
目
は
「
交
友
の
課
題
」

３
つ
目
は
「
愛
の
課
題
」
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
後
の
方
に
な
る
ほ
ど
解
決
は
難
し
く
な
る
。

出
光
商
会
は
、
父
兄
に
代
わ
っ
て

若
者
を
訓
育
す
る
責
任
を
感
じ
て
い
る

眼

〈
グ
ル
メ
誌
の
特
集
紹
介
〉

口利

⑧

デ
ー
タ
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス

●
外
食
業
界
・
消
費
者
動
向

世界はシンプルで、
人生は思いどおり
フロイト、ユングに並ぶ
心理学の巨人が出した「幸せの答え｣

飲
食
店
、
毎
年
16
万
店
が
廃
業

飽
き
な
い
店
、
独
創
性
か
ら

 
 

流
行
り
廃
り
の
激
し
い
外
食
業
界

に
あ
っ
て
、
個
店
も
チ
ェ
ー
ン
店
も

長
い
間
繁
盛
し
続
け
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
。

 
 

厚
生
労
働
省
の
衛
生
行
政
報
告
例

に
よ
る
と
、
同
省
が
営
業
を
許
可
し

て
い
る
飲
食
店
の
総
数
は
、
13
年
度

末
時
点
で
１
４
２
万
店
。
年
間
の
新

規
許
可
数
と
廃
業
数
は
16
万
店
と
ほ

ぼ
同
数
で
並
ぶ
。
毎
年
、
１
割
以
上

の
店
舗
が
入
れ
替
わ
る
計
算
だ
。

 
 

最
近
、
と
く
に
勢
い
を
失
っ
て
い

る
の
が
チ
ェ
ー
ン
店
の
居
酒
屋
。
日

本
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
協
会
に
よ
る
と

「
パ
ブ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
居
酒
屋
」

の
全
店
売
上
高
は
14
年
２
月
こ
そ
０

・
３
％
増
と
前
年
を
上
回
っ
た
が
、

１
月
ま
で
33
ヵ
月
連
続
で
前
年
割
れ

だ
っ
た
。

 
 

飽
き
な
い
は
商
い
に
通
ず
。
ど
う

す
れ
ば
繁
盛
店
を
作
れ
る
の
か
。「
上

昇
気
流
」
は
意
欲
の
あ
る
若
手
経
営

者
を
、
開
業
支
援
シ
ス
テ
ム
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
繁
盛
店
を
生
み
出

す
仕
組
み
を
作
っ
た
。
「
独
創
的
な

ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て
、
店
を
作
り
出

す
情
熱
が
あ
る
人
な
ら
素
人
で
も
成

功
す
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
日
経
Ｍ
Ｊ
）

「
し
ご
と
バ
ー
」
人
生
学
ぶ
１
杯

就
職
相
撲
は
夜
に
バ
ー
で

 
 

異
な
る
職
業
の
人
間
が
日
替
わ
り

で
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
を
務
め
、
社
会
経

験
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
「
し
ご
と

バ
ー
」
が
人
気
を
集
め
て
い
る
。
自

分
と
は
異
な
る
職
種
の
人
間
の
人
生

経
験
を
気
軽
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

点
が
好
評
で
、
就
職
活
動
中
の
学
生

や
転
職
希
望
者
ら
が
常
連
客
。

 
 

約
50
平
方
メ
ー
ト
ル
。
平
日
午
後

７
時
か
ら
11
時
ま
で
営
業
。
参
加
者

は
40
種
類
の
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
や
ア

ル
コ
ー
ル
（
６
０
０
円
～
１
０
０
０

円
）
の
う
ち
１
杯
頼
め
ば
参
加
で
き

る
仕
組
み
。

 
 

昨
年
２
月
か
ら
「
し
ご
と
バ
ー
」

と
銘
打
っ
て
異
な
る
職
種
の
人
間
を

ほ
ぼ
毎
日
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
と
し
て
招

待
し
、
や
り
が
い
な
ど
に
つ
い
て
話

す
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
日
経
Ｍ
Ｊ
）

▽
日
経
レ
ス
ト
ラ
ン
／
５
月
号

特
集
‥
ス
タ
ッ
フ
が
伸
び
る
店
に
す

る
～
人
手
不
足
、
草
食
世
代
の
増
加

／
激
変
す
る
現
場
を
乗
り
切
る
知
恵

～・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
一
人
ひ
と
り
の

力
を
引
き
出
す

実
家
へ
の
家
庭
訪
問
が
誇
り
と
責
任

感
を
生
む

行
動
指
針
は
10
項
目
だ
け
明
解
な
目

標
で
ス
タ
ッ
フ
を
動
か
す
。

工
場
で
の
だ
し
取
り
研
修
で
「
プ
ロ

の
職
人
」
へ
と
覚
醒

・
理
念
浸
透
で
ス
タ
ッ
フ
同
士
の
結

束
を
高
め
る

人
社
後
５
日
間
は
２
時
間
研
修
の
み

で
ア
ル
バ
イ
ト
を
辞
め
さ
せ
ず
育
て

る育
成
の
道
筋
を
示
し
て
全
員
の
学
習

意
欲
を
引
き
出
す

社
長
自
ら
協
力
す
る
意
味
を
説
き
社

内
の
一
体
感
を
醸
成
す
る

 
 

あ
ら
ゆ
る
人
生
の
課
題
は
、
対
人
関

係
に
集
約
さ
れ
、
そ
れ
は
わ
ず
か
３
つ

に
分
類
さ
れ
る
、
と
ア
ド
ラ
ー
は
言
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
仕
事
の
課
題
、
交
友

の
課
題
、
愛
の
課
題
で
す
。
そ
し
て
、

後
の
方
に
な
る
ほ
ど
課
題
は
難
し
く
な

る
、
と
述
べ
た
の
で
す
。
ア
ド
ラ
ー
は

こ
れ
ら
３
つ
の
課
題
を
総
称
し
て
ラ
イ

フ
タ
ス
ク
（
人
生
の
課
題
）
と
呼
び
ま

し
た
。

 
 

あ
る
会
社
員
の
男
性
は
こ
の
よ
う
な

悩
み
を
持
っ
て
い
ま
し
た
、
そ
れ
は
「
商

品
を
売
り
込
む
商
談
の
と
き
は
、
ま
っ

た
く
緊
張
す
る
こ
と
な
く
普
通
に
話
せ

る
の
で
す
が
、
雑
談
に
な
る
と
途
端
に

緊
張
し
て
話
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ん

で
す
…
…
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
ま

た
、
こ
の
男
性
は
女
性
と
話
す
と
き
も

同
様
に
緊
張
し
て
し
ま
う
、
と
の
こ
と

で
し
た
。
こ
れ
は
、
ア
ド
ラ
ー
に
よ
る

３
つ
の
ラ
イ
フ
タ
ス
ク
を
も
と
に
考
え

れ
ば
容
易
に
説
明
が
つ
く
こ
と
で
す
。

 
 

商
談
と
は
す
な
わ
ち
仕
事
の
課
題
で

す
。
こ
れ
は
人
間
関
係
の
中
で
は
一
番

簡
単
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以

上
に
難
し
い
の
が
交
友
の
課
題
で
あ
り
、

愛
の
課
題
で
す
。
つ
ま
り
、
雑
談
や
異

性
と
の
付
き
合
い
の
方
が
仕
事
よ
り
も

よ
ほ
ど
難
し
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

仕
事
相
手
と
の
雑
談
や
異
性
と
の
つ
き

あ
い
で
緊
張
す
る
の
は
ご
く
自
然
な
こ

と
な
の
で
す
。
交
友
の
課
題
や
愛
の
課

題
は
、
仕
事
以
上
に
濃
い
対
人
関
係
で

す
。
従
っ
て
難
し
さ
が
増
す
の
は
当
然

の
こ
と
な
の
で
す
。

 
 

で
は
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く

べ
き
な
の
か
。
そ
れ
は
後
ほ
ど
じ
っ
く

り
と
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
よ
り
）

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の｢

日
本
酒
業
態｣
が
続
々
誕
生
！

 
 

「
旨
い
純
米
酒
」
「
小
さ
な
蔵
元
応
援
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
一
気

に
飲
食
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
表
舞
台
に
登
場
し
て
き
た
日
本
酒
業
態
。
日
本
酒
専

門
店
や
日
本
酒
に
こ
だ
わ
る
飲
食
店
は
増
え
る
一
方
で
す
。
こ
こ
に
来
て
新

し
い
ス
タ
イ
ル
の
日
本
酒
業
態
が
増
え
て
お
り
、
ま
す
ま
す
目
が
離
せ
な
く

な
り
ま
し
た
。

 
 

今
回
の
日
本
酒
業
態
の
ト
レ
ン
ド

は
、
専
門
店
か
ら
始
ま
り
、
日
本
酒

バ
ル
の
ス
タ
イ
ル
で
女
性
や
若
者
に

受
け
入
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
ス
ケ
ー
ル

感
と
賑
わ
い
感
が
あ
る
飲
み
放
題
業

態
が
生
ま
れ
、
つ
い
に
は
日
本
酒
通

に
は
た
ま
ら
な
い
専
門
バ
ー
も
登
場

し
ま
し
た
。
い
ま
や
日
本
酒
は
、
飲

食
店
ビ
ジ
ネ
ス
の
影
か
ら
光
の
あ
る

ア
イ
テ
ム
へ
と
昇
格
し
た
と
言
っ
て

い
い
で
し
ょ
う
。
ま
さ
に
、
マ
ー
ケ

ッ
ト
と
し
て
も
成
長
期
拡
大
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。

 
 

池
袋
西
口
、
日
本
酒
フ
ァ
ン
で
あ

れ
ば
誰
も
が
知
る
名
店
「
希
紡
庵
」

や
「
和
酒
酔
処
わ
く
」
の
あ
る
グ
ル

メ
通
り
に
ま
た
１
軒
、
新
し
い
日
本

酒
専
門
店
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ 

 

Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｅ 

 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
」
が
オ
ー
プ

ン
。
雑
居
ビ
ル
４
階
、

し
か
も
オ
ー
ル
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
い
て

連
日
の
賑
わ
い
を
見

せ
る
こ
の
店
、
従
来

の
飲
食
店
と
は
異
な

る
ス
タ
ン
ス
で
話
題

で
す
。
入
場
料
３
０

０
０
円
で
１
０
０
種
類
は
あ
る
と
い

う
日
本
酒
が
時
間
無
制
限
飲
み
放
題

で
、
し
か
も
フ
ー
ド
は
持
ち
込
み
で
、

途
中
買
い
出
し
も
可
能
と
い
う
自
由

さ
。
と
は
言
え
各
テ
ー
ブ
ル
飲
み
過

ぎ
防
止
の
和
ら
ぎ
水
が
置
か
れ
、
１

時
間
ご
と
に
「
和
ら
ぎ
水
指
導
」
が

入
り
ま
す
。
同
店
を
運
営
す
る
の
は

酒
屋
が
起
こ
し
た
新
会
社
リ
カ
ー
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。
日
本
酒
情
報
サ

イ
ト
も
発
信
し
、
今
回
の
店
は
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金
調
達

し
ま
し
た
。

 
 

４
月
１
日
、
新
橋
に
オ
ー
プ
ン
し

た
「
日
本
酒
原
価
酒
蔵
」
は
入
場
料

１
０
９
０
円
で
、
約
50
種
類
、
入
手

困
難
な
銘
柄
な
ど
プ
レ
ミ
ア
日
本
酒

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
日
本
酒
も
原
価

で
楽
し
め
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

価
格
は
２
０
０
円
前
半
か
ら
で
、
１

合
サ
イ
ズ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ガ
ラ
ス
ボ

ト
ル
に
入
れ
て
提
供
さ
れ
ま
す
。

 
 

運
営
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
プ

レ
イ
ス
は
２
０
１
２
年
に
設
立
さ
れ

た
新
し
い
企
業
な
が
ら
、
新
橋
周
辺

に
飲
食
店
を
す
で
に
６
店
舗
展
開
す

る
成
長
企
業
で
す
。
最
近
、
日
本
酒

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
広
が
り
を
見
せ
る
こ

う
し
た
飲
み
放
題
シ
ス
テ
ム
。
日
本

酒
の
扱
い
が
ラ
フ
で
雑
な
印
象
を
持

つ
が
、
小
難
し
い
う
ん
ち
く
な
ど
や

先
入
感
を
持
た
ず
、
自
由
な
ス
タ
イ

ル
で
楽
し
め
る
と
世
代
を
問
わ
ず
人

気
が
高
い
。

 
 

こ
の
飲
み
放
題
の
元
祖
的
な
店
は
、

四
谷
に
あ
る
日
本
酒
と
貝
の
専
門
店

「
か
い
の
み
」
。
約
１
０
０
種
類
近

く
の
日
本
酒
が
３
０
０
０
円
で
時
間

無
制
限
、
１
５
０
０
円
で
90
分
、
セ

ル
フ
ス
タ
イ
ル
の
飲
み
放
題
。

 
 

ま
た
、
47
都
道
府
県
約
１
０
０
種

類
以
上
を
揃
え
た
純
米
酒
専
門
店
粋

酔
日
本
橋
店
」
。
ミ
ニ
マ
ム
２
時
間

２
９
０
０
円
か
ら
料
理
10
品
付
き
が

７
１
０
０
円
ま
で
の
コ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
東
上
野
店
に
続
く
２
号
店
で

す
。

 
 

あ
え
て
純
米
酒
ブ
ー
ム
と
は
一
線

を
画
す
店
も
出
て
き
ま
し
た
。
渋
谷

吟
醸
酒
協
会
の
も
と
、
蔵
元
も
参
加

す
る
吟
醸
酒
の
飲
み
比
べ
フ
ェ
ア
を

看
板
に
し
た
「
Ｓ
ａ
ｋ
ｅ 

 

Ｆ
ｕ
ｎ

ぞ
っ
こ
ん
」
。
吟
醸
酒
フ
ェ
ア
時
に

は
参
加
蔵
の
銘
酒
の
３
種
類
の
飲
み

比
べ
が
５
０
０
円
で
楽
し
め
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
フ
ェ
ア
時
の
み
な
ら
ず
ク

オ
リ
テ
ィ
に
優
れ
た
銘
柄
を
揃
え
ま

す
。
渋
谷
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
近
く
の
再
開
発

地
に
隣
接
す
る
同
店
は
、
天
高
を
活

か
し
た
お
し
ゃ
れ
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
空

間
。
運
営
す
る
の
は
大
衆
酒
場
「
恋

文
酒
場
か
っ
ぱ
」
な
ど
渋
谷
を
中
心

に
20
店
舗
以
上
を
展
開
す
る
エ
ヌ
イ

ー
エ
ス
。

 
 

古
民
家
再
生
を
手
掛
け
て
き
た
夢

屋
が
神
楽
坂
の
路
地
に
オ
ー
プ
ン
さ

せ
た
「
酒
ト
壽
」
。
日
本
酒
と
出
汁

に
こ
だ
わ
っ
た
魚
料
理
が
売
り
で
、

酒
場
を
通
し
て
日
本
酒
、
日
本
の
食

文
化
を
発
信
し
ま
す
。

 
 

新
宿
三
丁
目
に
ワ
イ
ン
バ
ー
「
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
」
を
展
開
す
る
ワ
ル
ツ

が
新
築
の
東
急
ス
テ
イ
ホ
テ
ル
２
階

に
初
の
日
本
酒
業
態
と
な
る
「
三
三

五
五
」
を
オ
ー
プ
ン
。
「
居
酒
屋
割

烹
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
発
信
し
ま

す
。

 
 

Ｊ
Ｒ
品
川
駅
構
内
商
業
施
設
に
東

京
レ
ス
ト
ラ
ン
ツ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
が

出
店
し
た
「
ぬ
る
燗
佐
藤 

 

御
殿
山

茶
寮
」
。
駅
の
構
内
で
い
て
約
１
８

０
種
類
近
く
の
日
本
酒
を
揃
え
、
冷

や
か
ら
燗
酒
ま
で
を
楽
し
め
る
本
格

的
な
日
本
酒
専
門
業
態
。

 
 

い
ま
日
本
酒
業
態
は
、
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
的
な
プ
ラ
ス
の
価
格
を

付
加
し
、
独
自
の
ス
タ
イ
ル
と
シ
ス

テ
ム
で
情
報
発
信
す
る
店
が
増
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。
日
本
酒
業
態
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
底
上
げ
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 
 
 
 

（
フ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
よ
り
）

｢
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酒造りの伝統を今に伝え

る摂津富田郷。そこにあ

って、国乃長でおなじみ

の寿酒造では、最古の銘

醸地における富田酒の伝

統を守り抜き、今も変わ

ることなく手造りの技法

（２～３）
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今
月
の
新
着
ワ
イ
ン

ス
ペ
イ
ン
編
⑤

そ
の
百
十
一
●
料
理
と
日
本
酒
の
合
わ
せ
方
の
基
本

｢全国繁盛店総点検｣ ～３～

従
業
員
教
育
の
一
つ
の
ヒ
ン
ト(

46)

～あき丸ワイン漫遊録～

⑲試飲商談会ご来場御礼

シュペートブルグンダー

特 集

（３）

お
客
が
思
わ
ず
う
な
る

口利

口利

ンスではピノ・ノワール、イタリア

ではピノ・ネロと、国や地域によっ

ていろいろな名前で呼ばれているブ

ドウ品種です。品質は産地や造り手

によって異なり、重厚なものから軽

快なものまである品種です。

今回ご案内するのは、ファルツ地域

ヴァヘンハイムにあるヴォルフ醸造

所のシュペートブルグンダーです。

タイプはtrocken・トロッケン（辛

口）果実味溢れるエレガンスさにレ

ーズンや干しイチジクなどのニュア

ンスが感じられます。ぜひ、一度お

試しください。

店頭販売で評価が高かった一本にド

イツの赤ワインがありました。昔ド

イツワインと言えば「マドンナ」の

白ワインで、糖分と酸のバランスが

よいフレッシュでフルーティーさが

人気のワインでした。

ドイツのワインとは世界の葡萄栽培

地の中でも北限に位置し、2011年で

は64.2％が白ワイン用ブドウ品種、

35.8％が赤ワイン用ブドウ品種が栽

培されています。近年、赤の栽培比

率の増加が見られています。

試飲していただいたものは、その増

加が見られる赤ワインで、シュペー

トブルグンダーというワインです。

上質のすばらしい辛口の赤ワイン。

シュペートブルグンダーとは、フラ

達人

太田和彦が語る

⑧店のセンスが出るお通しと定番

「居酒屋の流儀」

●ぶどう便り

コラム

日
本
食
ブ
ー
ム
も
つ
ら
い
よ

飽
和
を
嘆
く
日
本
人
経
営
者
た
ち

24

日
本
酒
は
万
能
の
食
中
酒

チ
ー
ズ
や
中
華
料
理
に
も

 
 

「
も
う
誰
も
も
う
か
ら
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
た
よ
」
―
―
。
あ
る
飲
食
店

オ
ー
ナ
ー
の
一
言
が
、
そ
の
場
で
む

な
し
く
響
き
渡
り
ま
し
た
。

 
 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
取
材
の
最
終
日
、

現
地
で
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
を
展
開

す
る
日
本
人
オ
ー
ナ
ー
ら
５
人
を
夕

食
に
誘
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
場

所
は
彼
ら
の
店
。
居
酒
屋
、
す
し
、

焼
き
肉
を
は
し
ご
し
て
、
酒
の
酔
い

も
回
っ
た
深
夜
１
時
。
彼
ら
の
本
音

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 
 

「
メ
デ
ィ
ア
は
日
本
食
ブ
ー
ム
と

煽
る
け
ど
、
実
際
は
ば
ら
色
で
も
何

で
も
な
い
。
多
く
の
経
営
者
が
、
日

本
で
得
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
を
握
り
締
め

て
法
人
税
の
低
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

押
し
寄
せ
る
。
で
も
、
一
獲
千
金
な

ん
て
夢
物
語
。
も
う
こ
こ
で
は
、
過

当
競
争
に
な
っ
て
い
て
利
益
が
出
な

い
」
（
別
の
飲
食
店
オ
ー
ナ
ー
）
。

 
 

そ
の
中
の
一
人
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

日
本
食
卸
関
係
者
が
、
言
葉
を
重
ね

ま
す
。

 
 

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
だ
っ
て
競
争
状
況

は
一
緒
。
経
済
成
長
の
ス
ピ
ー
ド
以

上
に
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
出
店
ペ

ー
ス
が
速
く
、
ど
の
店
も
閑
古
鳥
が

鳴
い
て
い
る
」

 
 

東
南
ア
ジ
ア
全
域
で
日
本
食
ブ
ー

ム
は
臨
界
点
を
越
え
、
「
２
～
３
年

で
撤
退
し
て
い
く
飲
食
店
が
ほ
と
ん

ど
」
（
同
）
と
言
い
ま
す
。

 
 

彼
ら
の
言
葉
と
は
裏
腹
に
、
増
殖

を
続
け
る
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
。
今

も
な
お
、
企
業
の
海
外
進
出
を
支
援

す
る
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
に
は
、

飲
食
店
の
ア
ジ
ア
進
出
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
が
絶
え
ま
せ
ん
。

 
 

「
メ
デ
ィ
ア
は
、
も
う
こ
れ
以
上

ブ
ー
ム
だ
ブ
ー
ム
だ
と
煽
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
」
（
一
同
）
と
い
う
悲
痛

な
叫
び
が
、
ず
っ
し
り
と
胸
に
突
き

刺
さ
り
ま
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 

（
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
）

(

(

ワインアドバイザー

ＡＫＩＨＩＫＯ Ｍ．

 
 

日
本
酒
は
、
料
理
の
味
を
包
み

込
み
な
が
ら
、
そ
っ
と
持
ち
上
げ

て
く
れ
る
万
能
の
食
中
酒
で
す
。

白
い
ご
飯
が
い
ろ
ん
な
お
か
ず
を

引
き
立
て
る
の
と
似
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
魚
介
類
特
有
の
に

お
い
を
マ
ス
キ
ン
グ
し
（
覆
い
隠

し
）
て
、
旨
そ
う
な
香
り
に
変
え

る
の
も
日
本
酒
な
ら
で
は
の
特
質

で
す
。
包
容
力
の
あ
る
お
酒
な
の

で
、
料
理
と
の
相
性
は
、
ワ
イ
ン

ほ
ど
神
経
質
に
な
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
で
も
、
一
緒
に
楽
し
む

こ
と
で
、
酒
も
料
理
も
も
っ
と
美

味
し
く
な
る
組
み
合
わ
せ
が
あ
る

の
は
確
か
で
す
。
で
は
、
ど
ん
な

点
に
注
目
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
。

日
本
酒
と
料
理
の
濃
度
を
合
わ
せ

る

 
 

お
酒
と
料
理
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
感

が
近
い
と
、
片
方
だ
け
が
目
立
っ

て
し
ま
う
こ
と
な
く
、
お
互
い
を

引
き
立
て
ま
す
。
食
材
で
い
う
な

ら
ば
、
米
を
高
精
白
し
た
大
吟
醸

や
線
の
細
い
純
米
吟
醸
な
ど
繊
細

な
タ
イ
プ
は
、
白
身
魚
や
鶏
さ
さ

み
な
ど
を
使
っ
た
淡
白
な
料
理
と

よ
く
合
い
ま
す
。
山
廃
や
生 
 

な

ど
腰
の
し
っ
か
り
し
た
濃
醇
な
タ

イ
プ
の
日
本
酒
は
、
ブ
リ
や
サ
バ

な
ど
脂
の
の
っ
た
魚
や
鯨
、
牛
肉

な
ど
と
ぴ
っ
た
り
で
す
。
味
付
け

は
、
す
っ
き
り
爽
や
か
な
生
酒
に

は
塩
味
、
こ
っ
て
り
濃
厚
な
純
米

酒
に
は
甘
辛
い
タ
レ
、
を
基
本
に

考
え
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

海
の
幸
に
は
海
の
酒
、
山
の
幸
に

は
山
の
酒

 
 

あ
っ
さ
り
し
た
タ
イ
プ
が
多
い

海
辺
の
酒
は
、
魚
介
料
理
に
合
い

や
す
く
、
濃
醇
な
タ
イ
プ
が
多
い

内
陸
部
の
酒
は
、
狩
猟
肉
に
合
う

こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
風
に
、
お
酒
と
料
理
の
風

土
が
似
た
同
士
を
組
み
合
わ
せ
る

と
、
良
く
合
う
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。

チ
ー
ズ
と
酸
の
効
い
た
メ
リ
ハ
リ

タ
イ
プ

 
 

チ
ー
ズ
や
ク
リ
ー
ム
な
ど
乳
製

品
を
使
っ
た
料
理
は
、
意
外
に
日

本
酒
と
良
く
合
い
ま
す
。
と
く
に

乳
製
品
に
負
け
な
い
コ
ク
と
、
し

っ
か
り
と
し
た
酸
も
あ
る
タ
イ
プ

な
ら
、
旨
味
は
堪
能
で
き
て
後
味

も
爽
快
で
す
。
た
と
え
ば
に
ご
り

酒
や
、
「
凱
陣
」
（
丸
尾
本
店
・

香
川
県
）
、
「
而
今
」
（
木
屋
正

酒
造
・
三
重
県
）
、
「
風
の
森
」

（
油
長
酒
造
・
奈
良
県
）
、
「
七

田
」
（
天
山
酒
造
・
佐
賀
県)

は
、

乳
製
品
と
良
く
合
う
お
酒
で
す
。

中
華
料
理
と
山
廃
、
熟
成
タ
イ
プ

 
 

軽
い
中
華
料
理
は
ど
ん
な
タ
イ

プ
で
も
よ
く
合
い
ま
す
。
マ
ー
ボ

豆
腐
の
よ
う
な
旨
味
が
強
く
ピ
リ

辛
味
の
場
合
は
、
し
っ
か
り
と
し

た
純
米
酒
や
、
山
廃
や
生 

 

な
ど

腰
の
強
い
タ
イ
プ
と
合
い
ま
す
。

黒
酢
を
使
っ
た
場
合
に
は
、
ぜ
ひ

長
期
熟
成
し
た
お
酒
と
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
黒
酢
と
熟
成
酒
は
風

味
に
共
通
点
が
あ
り
、
驚
く
ほ
ど

よ
く
合
う
の
で
す
。

香
り
で
合
わ
せ
る

 
 

上
立
ち
香
の
強
い
タ
イ
プ
の
吟

醸
造
り
の
お
酒
は
、
シ
ソ
や
ミ
ョ

ウ
ガ
、
山
椒
な
ど
、
香
り
の
強
い

野
菜
や
ハ
ー
ブ
類
を
あ
し
ら
っ
た

料
理
に
よ
く
合
い
ま
す
。
ま
た
、

吟
醸
酒
や
純
米
吟
醸
酒
、
純
米
酒

や
生
酒
な
ど
の
な
か
に
は
、
桃
や

柑
橘
、
イ
チ
ゴ
、
キ
ウ
イ
な
ど
の

果
物
の
よ
う
な
香
り
を
持
っ
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
お

酒
は
、
イ
チ
ジ
ク
の
胡
麻
和
え
や
、

柿
の
白
和
え
、
生
ハ
ム
＆
メ
ロ
ン

の
よ
う
に
、
果
物
を
使
っ
た
冷
製

料
理
と
非
常
に
よ
く
合
い
ま
す
。

そ
の
日
本
酒
の
香
り
に
似
た
果
物

と
合
わ
せ
た
ら
さ
ら
に
ぴ
っ
た
り

で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 

（
ち
く
ま
新
書
よ
り
）

 
 

西
洋
に
は
な
い
ら
し
い
が
、
お
通

し
は
居
酒
屋
の
楽
し
み
の
一
つ
だ
。

何
が
出
る
か
、
頼
ん
で
い
な
い
も
の

だ
か
ら
こ
そ
の
面
白
さ
。
し
の
ぎ
だ

か
ら
、
あ
ま
り
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
っ

て
も
、
豪
華
す
ぎ
て
も
い
け
な
い
。

好
み
と
し
て
は
、
き
ゅ
う
り
ぬ
か
漬

三
切
れ
、
じ
ゃ
こ
お
ろ
し
な
ど
。
焼

た
ら
こ
一
口
に
大
根
お
ろ
し
な
ら
、

お
お
い
に
得
し
た
気
分
に
な
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
こ

こ
は
店
の
セ
ン
ス

の
見
せ
ど
こ
ろ
で
、

気
が
利
い
て
い
る

こ
と
が
大
切
だ
。

 
 

料
理
の
余
り
も

の
を
活
用
す
る
の

は
セ
ン
ス
あ
る
仕

事
だ
。
例
え
ば
出

汁
を
と
っ
た
後
の

昆
布
を
細
切
り
し

て
さ
っ
と
煮
た
も

の
、
イ
カ
刺
身
を

と
っ
た
残
り
の
ゲ
ソ
を
ピ
リ
リ
と
煮

る
、
古
沢
庵
を
刻
ん
で
ピ
リ
リ
と
煮

た
〈
か
く
や
〉
な
ど
は
追
加
し
た
く

な
る
。

 
 

一
方
、
お
通
し
は
つ
ね
に
同
じ
と

い
う
店
も
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
定
番
だ
。

 
 

酒
屋
と
し
て
の
創
業
は
安
政
に
さ

か
の
ぼ
る
老
舗
、
東
京･

根
岸
の｢

鍵

屋
」
は
き
ま
っ
て
〈
み
そ
豆
〉
。
豆

腐
を
作
る
と
き
に
茹
で
た
大
豆
を
薄

い
醤
油
味
に
漬
け
た
浸
し
豆
だ
。
昔
、

食
通
で
知
ら
れ
た
俳
優
の
渡
辺
文
雄

さ
ん
を
鍵
屋
に
お
連
れ
す
る
と
こ
れ

を
見
て
、
「
懐
か
し
い
な
、
毎
朝
『
み

そ
豆
～
』
と
売
り
歩
い
て
い
た
ん
だ｣

と
言
っ
た
。
渡
辺
さ
ん
は
東
京
・
神

田
生
ま
れ
の
人
だ
。

 
 

北
海
道
・
旭
川
の
居
酒
屋
「
独
酌

三
四
郎
」
も
、
昭
和
二
十
一
年
創
業

以
来
、
お
通
し
は
豆
だ
。
大
豆
を
水

に
浸
し
て
（
地
元
で
は｢

う
る
か
す｣

と
言
う
）
炊
き
、
酢
、
醤
油
、
紫
蘇

に
三
時
間
ほ
ど
漬
け
た
酢
大
豆
。
食

べ
物
の
な
い
時
代
に
客
は
こ
れ
だ
け

で
飲
ん
だ
。
や
が
て
人
気
に
な
り
、

瓶
で
売
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
ど
ち
ら

も
こ
れ
が
出
る
と
「
あ
あ
、
こ
こ
に

来
た
ん
だ
な
」
と
い
う
気
が
し
て
、

こ
れ
も
よ
い
も
の
だ
。

 
 

焼
油
揚
も
良
い
も
の
で
、
大
人
の

酒
の
渋
い
名
脇
役
と
言
え
よ
う
。

 
 

油
揚
が
お
い
し
い
の
は
京
都
だ
。

先
斗
町
の
「
酒
亭
ば
ん
か
ら
」
は
、

北
野
天
満
宮
前
の
豆
腐
屋
「
と
よ
う

け
屋
山
本
」
の
も
の
を
使
い
、
軽
い

揚
が
り
の
大
豆
の
香
り
が
す
ば
ら
し

い
。

 
 

油
揚
消
費
量
日
本
一
は
福
井
県
だ
。

あ
る
居
酒
屋
で
注
文
し
た
〈
竹
田
の

油
揚
焼
〉
は
と
て
も
お
い
し
い
が
、

厚
さ
三
セ
ン
チ
以
上
あ
り
、
「
こ
れ

は
厚
揚
げ
だ
ね
」
と
言
う
と
、
「
い

え
油
揚
で
す
」
と
譲
ら
な
い
。
福
井

の
油
揚
は
こ
れ
が
普
通
で
、
断
面
は

確
か
に
、
関
東
で
言
う
厚
揚
げ
の
よ

う
に
中
は
白
い
豆
腐
で
は
な
く
海
綿

状
だ
。
こ
れ
に
刻
み
葱
を
山
の
よ
う

に
か
け
て
食
べ
、
食
感
は
「
ば
り
ば

り
」
。
京
都
の
薄
揚
げ
の
し
ん
な
り

と
は
違
い
ワ
イ
ル
ド
に
な
る
。
七
味

唐
辛
子
を
振
る
と
な
お
良
い
。

 
 

東
京
で
焼
油
揚
の
お
い
し
い
の
は

下
北
沢
の
「
両
花
」
だ
。
い
つ
か
わ

け
を
聞
く
と
あ
っ
さ
り
と
「
京
都
か

ら
取
り
寄
せ
て
ま
す
」
と
の
こ
と
。

焼
き
立
て
に
添
え
た
白
髪
葱
に
醤
油

を
か
け
、
し
ば
ら
く
置
い
て
粘
り
が

出
て
く
る
の
を
待
ち
、
そ
れ
を
の
せ

て
食
べ
る
。
こ
れ
が
俳
優
の
角
野
卓

造
さ
ん
に
教
わ
っ
た｢

角
野
流｣

で
、

お
い
し
い
で
す
ぞ
。

 
 

ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
自
家
製
塩
辛
が

あ
る
と
必
ず
注
文
す
る
知
り
合
い
が

い
る
。
自
分
の
定
番
を
一
つ
持
っ
て

食
べ
続
け
る
と
、
店
に
よ
る
違
い
も

見
え
て
き
て
お
も
し
ろ
い
も
の
だ
。

（
新
潮
新
書
「
居
酒
屋
を
極
め
る
」

よ
り
）

フ
ー
バ
ー

シ
ュ
ペ
ー
ト
ブ
ル
グ
ン
ダ
ー

ヴ
ィ
ラ･

ヴ
ォ
ル
フ 

シ
ュ
ペ
ー
ト
ブ
ル
グ
ン
ダ
ー

３
２
３
０
円(

税
抜)
２
０
４
０
円(

税
抜)
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